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広幸設は綴って読み主主しよう

ロH
H

削
一
関

2 円

間
関
月
の

ζ

よ

み

重苦

建持

- 寝11

翁
鐙
必

ジ
ヅ
ヂ
P
ャ
、
世
話
緩
予
訪
襲
ぬ
務
め
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木

広
報
綴
傍
線
問
N

育
開
綴
韻
関
門
田

二
信
一
目
線
廷
の
例
制
の
財
閥
鋭
校
組
問
を

お
紛
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
の
繋
仰
は
年
一
一
闘
争
る
よ
う
に
町

の
条
純
労
絞
め
ら
れ
て
お
り
設
す
。
今

回
も
郊
箆
問
機
、
脳
矧
山
一
一
一
十
一
月
傑
向
院
予

、
支
胞
の
蹴
榊

必
畿
の
状
剤
師

附
川
の
防
波

寄
時
貧

制
蝶
崎
議

会
結
論
議
饗

雑
収
入

田
村
支
出
〈
蕗

横
山
内
料
韮
薮
料

需

議

繰
越
金

毘
嘩
支
-w
山金設

一一大出
34.2.1諜悲

{聾誼千岡)

凡口予議績
額j襲撃校入済額

汁

線
散
は
山
口
円
八

wahあ
-Dま
す
。
な
む
冊
、

総
紺
十
一
日
間
公
認
に
お
け
る
笈
織
畿
会
は

七
σ
%
で
し
た
の
で
…
一
%
の
滋
註
P

後
ず
。

ζ
れ
は
国
司
採
録
mw
愉
問
機
験
務

総
の
機
微
に
よ
り
小
学
後
穫
祭
事
錦
、

来
翼
線
装
録
手
語
辞
お

で
あ
註
串
仇
し
て
、
こ
れ
ら
の
帯
縁
は
絵

燃
す
1
ピ
ス
の
為
の
も
り
で
あ
0
ま
す

の
で
ミ
符
揃
加
に
絡
や
U
げ
し
行
ぎ
た
い
と

怒

hv法
す
。

第
一
一
一
費
総
務
後

以
上
認
述
主
議
入
総
出
思
議
機
九

つ
い
て
こ
れ
涯
と
り
ま
と
ゐ
た
起
一
の
で

あ
り
ま
す
穆

柑
抽
出
向
表
鐙
民
の
然
倒
棋
の
状
組
問

本
遡
訴
訟
府
税
に
対
す
る
然
崩
闘
の
ぬ
削
問

状
拙
招
致

mレ
た
も
の
で
、
住
民
一
人
数

豆
一
二
会
均
一
慰
霊
口
一
。

九
三
附
刊
で
あ
一
号
殺
す
。
に
の
中
に
は

開
M
添
削
削
縛
蝕
再
選
努
よ
む
の
格
品
川
会
九
校

八
十
川
一
一
万
出
向
、
総
務
ん
が
敬
う
た
ば
こ

の
渉
費
税
が
六
波
放
即
日
、
滋
祭
を
使
用

し
た
径
九
締
用
方
会
社
よ
哲
絞
め
る
納
税

制町一一銭
H
M
降
、
長
大
説
明
人
と
し
て
伐
戎

綴
綴
幾
品
会
社
の
所
得
か
ら
附
に
線
付

す
る
議
金
が
一
千
万
出
向
蹴
神
大
口
納
税
者

mU
片
方
も
含
ま
れ
て
れ
ま
す
'
の
旬
、
一
人

滋
り
総
問
問
の
然
一
波
は
近
隣
附
封
と
お
絞

統
計
調
査
費

酷
旧
小
品
忠
畿
内

予
融
機
費

選
挙
費

蝉
識
ム
試
盛
田
円

以
品
構
同
構
欄
川

浩
防
構
内

産
業
経
溝
費

諸
支
出
金

保
鐘
妥
融
関

土
木
費

盤
露
鑓
議

銑
別
抗
措
円
議
開

品
川
内
沼
璃
繊
同

75 



4t、
交
路
苧
誠
司
令
の
友
絵

軸
関
係
時
間
遂
の
脊
抱
苧
当
と
し
て
一
ケ

同
月
一
一
宮
員
、
六
書
経
過
し
ま
し
た

ら
、
串
・
担
蹄
獲
を
提
出
し
て
下
ざ
い
。

5
、
葬
祭
援
の
支
品
開

複
線
路
棋
務
が
混
じ
さ
会
場
合
、
弱

祭
血
肉
料
伊
乎
向
m
w
弘
治
説
明
れ
ま
す
の
で
綱

相
制
緩
絞
殺
出
向
し
T
L
下
ざ
い
。

一
、
鐙
緩
緩
臨
用
銀
縁
総
に
つ
い
て

脳
間
総
数
仲
抽
出
粥
綴
お
な
め
ず
い
る
た
わ
に

w
m
の
糊
制
緩
句
、
勢
同
闘
し
か
fぷ
綴
絞
殺
紛
仇
市

山
し
い
た
だ
没
後
-
T
d舎

1
、
被
泌
総
増
結
州
相
暗
酬
間
一
人
数
担
一
一
句

。州内
1

宮
、
平
均
額
役
務
殺
り
一
且
一
一
一
O
m
内
1

2
、
所
簿
一
銭
緑
地
帯
総
額
よ
り
選
礎
控

徐
九
万
円
を
引
い
た
裂
の
百
分
む
一

.七
%υ

耳
、
資
産
蹴
出
(
箆
定
資
減
措
制
緩
む
一
白
川
骨

約
八
忍

な
お
本
年
変
緩
一
綴
ぬ
は
ム
ハ
湾
中
に
賦

課
す
る
予
定
で
ず
か
い
J
制
問
絞
殺
を
絡
の

て
い
な
く
て
も
感
湾
一
門
科
か
ら
の
栄
一
後

給
付
は
授
け
る
れ
也
事
ず
。

繁
一
番
州
議
議
絞
殺
言
後
仰
せ

い
よ
い
よ
開
始
す
る

国
民
龍
康
保
険

昨
年
か
ら
場
開
閉
し
て
お
huま
し
た
溺
箆
継
の
怒
坦
府
県
内
で
設
録
じ
で
あ
る

健
垣
間
保
鈴
事
議
も
い
よ
い
よ
協
同
月
一
ヨ
病
院
長
鋭

か
ら
照
拾
す
る
ζ
と
に
な
り
会
レ
た
。
(
ハ
)
諮
問
問
販

国
附
割
問
問
問
術
協
会
に
加
入
し
て
い
義
者

抑
制
鐙
か
ら
の
綴
に
つ
い
ず
ほ
、
開
問
織

の
ぬ
万
蜘
測
に
よ
予
も
の
の
み
絞
め
ら

ら
れ
紫
ナ
。

傍
受
約
燃
側
議
は
日
ぬ
鰯
明
、

Z
E

や
綴
夜
明
刺
鉄
M
V
下
お
い
A
V

2
、
榔
拭
綴
緩
め
常
山
総

総
務
以
外
の
耐
関
節
ハ
議
滋
験
後
耐
酬
の

施
術
歌
合
む
〉
の
治
樹
献
を
綬
け
た
と

き
は
、
傘
時
簡
を
支
払
い
そ
の
領
牧
郎

総
容
を
保
健
相
蹴
へ
額
出
向
し
て
下
ざ
い

答
申
宜
の
上
そ
の
半
額
が
支
給
さ
れ
ま

す。
3
、
臨
創
建
議
m
u
笈
絵

絞
保
険
審
が
お
湾
さ
れ
た
岨
朝
合
、
一

体
に
つ
い
て
千
一
附
文
総
務
れ
涯
ず
の

定
後
鍵
緩
〈
同
市
務
総
令
制
時
泌
じ
fh下

ざ
い
キ

下
ざ
い
。

六
、
保
健
婦
に
つ
わ
て

富
良
健
震
保
換
の
察
議
の
一
っ
と
じ

て
、
四
日
目
一
一
両
か
ら
保
健
綴
が
探
縫
畿

に
割
問
面
協
容
れ
ま
す
。
線
縫
料
鱒
の
品
弘
世
帯
総

主
に
、
即
時
附
邸
時
附
m
v
緩
嶋
、
湾
問
用
品
目
鵡
脳
晴

樹
附
入
の
議
後
綴
磯
や
命
線
総
出
町
慾
鋒
絡
機

齢
別
協
綴
織
の
糠
綴
綴
沢
山
闘
世
相
辞
殺
す
が

匂
殺
る
だ
け
総
務
ん
泌
総
糊
潮
情
対
に
そ
う

よ
う
に
終
力
激
し
決
ず
の
で
、
機
卦
叫
ん

が
加
も
読
し
ど
し
鈴
抑
制
滋
去
る
よ
う

御
絞
い
数
し
紫
ず
。

醐
職
議
聾
員
の
選
挙

問
月
二
日
に
執
行

来
品
川
口
汚
二
日
午
前
七
絡
が
ら
六
方

討
伐
の
投
票
所
に
お
い
て
漫
潔
語
官
民
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
当
釘
午
後
七
時
間
か
ら
銭
問
時
半
銭

一
小
場
一
校
総
鐙
一
じ
お
い
て
線
灘
だ
円
い
わ

れ
ま
す
、
旦
冒
険
機
の
級
一
付
は
一
一
一
悶
円
コ
十

六
日
炉
問
的
め
‘
ギ
ふ
ん
阪
の
級
協
り
渓

哨
い
に
十
八
人
が
江
綴
綴
い
な
し
て
お
白

後
ず
。

ω………月……・十九悶叫綴絞
ω

滋
幾
総
務
I
a幾
綴
繍
聞
の
山
崎
被
泌
滋

判
以
滞
品
制
緩
ザ
ず
の
後
滋
状
汲
滋
都
'
レ
た
も

の
で
必
静
ま
す
。

殿
様
は
蜘
町
の
僚
会
ぢ
あ
自
ま
す
が
1

学
校
努
多
制
加
の
緩
臨
踏
を
察
ー
す
る
事
裁
婚

は
渓
t
z
h
w
釜
出
向
だ
け
が
品
同
殺
す
べ
き
も

の
で
は
亨
¥
こ
れ
か
ら
移
住
吉
申
入

も
と
れ
ら
の
経
殺
を
分
怒
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
占
送
留
の
も
と
に
起
す
も
の
な

す
か
ら
、
と
れ
ヂ
デ
桔
ど
ん
ど
ん
こ
れ

ら

議

事

し

友

人

豪

雪

京

、

毅
雌
畿
の
深
町
出
を
察
担
金
み
よ
れ
婦
数
回
醐

串
品
問
緩
畿
愛
し
た
い
と
閉
部
い
蕊

T.

務
℃
後
一
問
問
縫
入
金
め
状
的
問

務
絞
の
二
階
畿
〈
像
以
日
一
一
筋
湾
内
だ

あ
り
川
訴
す
。
こ
れ
は
掛
制
欲
淡
畿
の
削
減

殺
防
ゑ
総
鈴
〈
し
た
も
の
だ
副
官
会
設

し
げ
か
締
約
織
と
諸
経
義
す
と
一
露

双
内
減
少
し
て
内
相
担
法
す
が
、
命
後
は

附
州
政
縫
燃
の
A
酒
田
畑
山
和
由
往
復
程
、
一
臨
時
輪
出

入
金
の
な
お
一
一
爆
の
減
少
を
貯
別
手
た
い

と
騒
い
ま
す
。

室
、
四
閣
の
健
康
相
鍛

と
の
健
医
相
雪
国
串
出
に
よ
E
抑
制
で
穆

朝
間
券
を
愛
一
付
し
を
記
の
指
溌
穏
緩
般
に

行
く
の
で
あ
る
が
相
相
談
品
討
の
後
付
絞
齢
慨

は
五
八
放
で
そ
の
綾
田
慨
は
不
問
闘
で
あ
る

が
倒
れ
も
れ

O
定
以
上
の
人
に
つ
い
℃

行
わ
れ
た
の
恒
め
る
e

問
削
み
に
ガ
ン
の
籾
総
統
ば
総
務
伽
胤
柑
唱
。

拘
刑
務
J
T
に
絞
絞
ず
る
掛
川
は
絞
め
ト
ゑ
〆
仁

な
っ
て
い
る
の
ポ
点
綴
す
る
診

議
ナ
防
衛
際
機
算
総
一
議

問
別
的
機
川
日
制
中
問
機
約
脳
腕

約
術
的
制
議
日
銭
橋
脚
腕

然
円
一
m
小
山
検
問
的
機
銀
総
総

統
山
町
内
叩
路
関
税
際
後

人
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大入大 t主

鴇
H
刊

し
て
総
し
ず
ら
多
い
も
の
労
室
長
せ

んl祭
品
中
鋭
酎
問
符
熊
楠
挫
の
級
制
部

一
車
薮
法
相
叩
宵
清
潔
榔
拐
の
岬
抗
出
問
塗
附
し
た

も
の
で
あ
哲
、
議
本
間
間
期
四
等
m
w
積
立
金

及
む
臨
時
間
制
等
も
学
校
慈
察
、
街
営
住
宅

持由表住民穣組め状況34.2.11賄

定機各リ
i 仏Q34狗

ず
μ仏

イ主良一入品リ
2.185阿

」
、
事
業
開
始
月
日
。
昭
和
相
一
Z
J
T
m
閏
年

同
月
一
日

一
、
事
務
の
回
以
級
い
。
問
答
家
総
淡

町
一
、
彼
係
険
者
の
滅
判
明
に
つ
い
て

ヘ
被
保
盤
議
員
総
翠
燦
副
議

機
欄
削
尉
測
に
泌
誕
百
作
成
い
た
し
時
仇
し
た

畑
山
総
脚
情
調
引
に
つ
い
℃
綴
P
が
あ
治
時
仇

し
た
ら
級
化
い
た
し
法
す
の
で
殿
山
尚

℃
子
様
い
。

ヘ
州
制
緩
前
晴
樹
例
中
縦
断
入
防
総
附
仰
は
お

よ
が
際
議
壁
掛
時
点
藤
く
繋
漆

脇
腕
の
搬
入
微
調
蹴
婚
に
よ
口
、
祭
出
脱
が

あ
っ
た
と
容
は
そ
の
襲
震
予

ざ
い
。

目
、
保
険
給
付
に
つ
い
て

へ
療
養
橋
付

指

m
E
m
や
け
が
を
し
た
お
合
彼
銀
盤
唱

経
を
療
養
国
間
疫
機
総
へ
明
幽
閉
し
て
鈴

殺
を
設
け
て
下
さ
い
。
相
制
緩
綴
蹴
噴
射

の
一
警
は
悶
再
三
民
に
被
抑
制
険
翁
絞
殺

帽
協
同
叫
し
て
…
ゎ
占
d
h
r
e

W
帯
鍛
九
制
鯨
叩
m
-
し
淡
比
甘
ん
と
劇
的
泌
総

で
絞
わ
れ
係
機
紛
糾
叩
後
妨
げ
ら
れ
な

い
こ
と
が
お
り
紫
ず
。

側
m
畿
財
附
泌
総
災
以
次
の
と
お
り
明
、
ナ

パ
イ
〉
条
約
脳
陣
綴
織
綴

滋
吋
ふ
縛
縦
陣
、
時
品
m
回
日
赤
符
隠
1

限
立

繍
脳
腕
、
娠
で
傑
縫
一
f

持
)
長
緩
領
、
畿
税
財
田
飯

ヰ
護
系
出
日
の
自
明
院
及
医
師
嗣

i
s
i
b
i
ム
μ
l
ゐ

L
v

・
-
i
一

円

、

議

案

議

審

議

喜

子
東
一
見
減
!
?
r
J
4写
本
波
路
軍
楠
r
d
M
M
川
五
割
剤
一
一
品
、
処
櫛
閥
、
手
術
ー
そ
の
仙
惜
の
稲
川
一
一

れ
れ
下
約
四
V
れ
Vω
到
吋
可
塑
到
設
吾
川
和
詐

i
i
a晶
E
B
-
-
3立
、
土
・

3
2
5
2喜
善
段
、
ス
綴
ハ
品
市
食
事
製
品
の
敏
章
一

C

V

役

務

象

台

総

翌

一

十

四

半

品

、

外

線

人

二

密

入

金

ま

な

い

V

一
一
間
比
一
叶
財
務
絞
〉
口
一
む
脳
同
同
期
磁
波
出
向
俊
樹
備
五
、
看
護

淀
川
護
五
二
一
二
重
抑
制
主
岡
田
同
期
護
努
襲
譲
二
間
六
、
警
険
者
ハ
患
者
)
の
移
送

人

口

一

五

、

九

四

円

Y
八
五
九
、

0
0
0円
(
玄
)
同
国
産
曲
目
の
変
話
相

榊
世
間
開
没
者
数
一
回
、
九
七
九
人
2
、
一
世
帯
当
9
平
均
年
制
問
=
需
品
一
一
一
一
体
に
つ
き
千
内
わ
支
給
と
す
る
。

日

祖

国

ば

後

者

の

あ

る

設

帯

数

O

内

公

ひ

湾

怨

乎

送

金

の

支

給

一
一
一
、
一
一
環
総
務
主
被
保
惨
さ
人
数
担
平
総
学
制
問
夜
間
指
宇
治
会
の
開
閉
は
一
ヶ
月
…
一
夜
内

相

同

ふ

帯

五

七

、

七

%

七

六

五

月

と

し

て

双

山

掃

の

尚

殺

の

日

が

ら

紡

嫌

。一
ν
禁

制

る

湾

総

え

険

課

鰍

合

長

ム

ハ

ケ

尽

に

同

時

る

ゆ

帆

℃

域

紛

ず

ー
、
胸
議
然
磁
の
検
後
険
制
簿

8tt一
の

所

得

酬

割

問

〈

U

V

A

る

e

後

続

怒

鳴

七

、

示

。

入

譲

創

刊

O

%

ハ

タ

綬

議

の

議

立
、
納
期
陥
内
線
馳
械
の
後
総
数
殺
淡
ぴ
そ
m
刷
機
係
機
翁
制
付
制
嚇
統
一
品
添
削
坤
綴
綴
蜘
務
総
帥
料
品
l
m
門
と
し
終
綴
従
叫
川

被

絞

殺

議

一

二

人

役

務

別

紙

一

線

州

制

吋

似

品

%

う

も

の

に

笈

絡

す

る

。

3
、
銀
総
然
蜘
棋
の
淡
蹴
探
検
務
災
び
そ
の
鴎
〉
慨
航
機
的
給
付
湾
総
淡
び
…
務
総
ハ
ろ
然
的
鴎
級
殺

後

援

怒

鳴

一

作

。

人

総

一

主

綴

融

機

和

鋭

、

品

開

会

毅

縄

問

、

隠

線

約

4
、
災
務
総
A
W
絞
袋
び
そ
の
後
談
幾
者

1
一
、
一
畑
山
漁
畑
蹴
門
被
線
険
者
尚
同
綴
〉
の
袋
仲
間
刑
罰
倒
的
そ
の
銭
信
償
援
の
予
防
。

一
}
判
、
一
一
一
挙
一
}
人
闘
割
高
円
は
笠
餓
と
す
る
。
祭
酔
体
官
棋
ぴ
気
対
財
閥
の
保
護
、
時
四
時
世
改

5
、
綴
方
税
の
免
紳
制
品
臨
時
慌
時
り
て
い
る
も
2
、
療
援
の
給
付
の
範
麹
は
次
の
漣
担
議
、
苓
に
つ
い
て
こ
の
活
動
を
行

m

w

品

邸

び

に

そ

の

設

携

に

あ

る

者

ハ

品

坊

と

す

る

。

ぅ

。

活
謀
議
出
田
の
遜
慰
安
時
世
け
る
ぎ
て
診
察
盆
鈴
及
び
処
方
震
の
変
M
W
2
、
お
背
義
者
議
迭
す
る
た
め
保
健
綴

一

一

一

O

主

人

を

会

h

u

u

コ

拾

を

議

緩

ず

る

。

早
期
健
展
診
断
の

成

績

発

問
中
毅
然
様
級
制
閉
め
際
線
組
刑
務
と
が
大
級
官
、
悦
m
d
Q
制
隣
組
怖
か
ら
も
州
都
紛
の

私
w
搬
出
w
滋
絞
殺
叩
恨
の
去
か
ら
1

阪
総
蕊
附
附
際
的
勝
燃
は
幾
淡
必
綴
で
絡
む
奇
数
抽
出

十
川
口
々
淡
い
払
附
州
出
門
会
絞
殺
斜
線
と
し
ザ
し
あ
ら
ゆ
る
蹴
制
緩
な
い
総
務
方
淡
に
絞
っ
て

ま
れ
た
議
州
議
総
燃
料
氏
側
酬
は
次
撃
の
幾
雲
裏
目
払
室
主
℃
む

の
シ
ゑ
J
な
淡
絡
で
一
般
に
は
添
殺
に
お
く
と
と
で
し
ょ
う
。

い
だ
山
ω日
付
の
機
悶
蹴
管
補
一
に
つ
い
て
州
問
心
と
の
健
福
閥
単
師
協
聞
の
滋
樹
植
を
滋
γυ
て
絡
に

の
注
鷲
澄
払
う
と
い
町
つ
こ
と
で
は
ま
だ
綴
設
に
務
担
任
の
診
滋
に
糾
問
し
て
ゑ
磁

ぎ
た
欠
け
て
い
る
と
態
わ
れ
る
の
で
あ
会
の
都
協
力
に
対
し
感
謝
酷
m
U
窓
を
援
し

ち

ま

す

。

ま

す

@

転
出
弘
ぬ
先
に
杖
を
用
意
す
る
と
い
う
こ

一
、
盟
結
核
¢
鍵
東
語
幅
削

J

象
人
出
F

λ

i

数
診
断
実
施
入
園
同

級品す

V

一
五
、
双
円
。
八
二
五
市
仙
川

登

山

蓬

突

っ

川

宏

、

Q
ハ丸

一

む

三

日

以

ム

ハ

一

七

九

一
W
U
4
六
%
丸
山
ハ
ニ
六
、
八
一
…
}
一

ニ
、
官
階
級
出
悼
の
線
療
験
制
剛

制

糊

貯

仇

郊

の

事

収
ス
笹
川
村
同
祖
母

依
頼
退
職
(
二
月
二
七
日
付
U

主
事
奇
弁
堅
一
語

依
願
退
問
糊
口
一
一
尚
一
一
日
付
〉川

件
制
緩
滋

助
役
に
滋
川
町
ず
品

命
品
付
機
一
叫
一

般
T
ハ
役
M
L
滋
肌
糾
す
〈
W

ぬ似しん一一一均一日nMmM

滋

験

問

合

総

一

襲

撃

γ点
字
切
る
(
税
産
品
。

議

事

附

騎

滋

綴
後
調
室
事
攻
命
ず
る
ハ
総
務
係
強
V

日以
L
合
商
品
ハ
R
M
3

ハ一
五九

ハ
ム
ハ
〉

〈
い
お
山
一
U
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事 l~ 喜善弘主

赤
ち
ゃ
ん
を
丈
夫
に

育
て
る
た
め
の
湾
閥
均

相
鱗
が
お
こ
は
わ
れ

て
お
り
ま
す

務
ち
ゃ
お
活
安
突
い
い
閥
均
て
る
た
ゆ

の
謙
治
税
制
凶
が
お
こ
な
か
れ
て
お

り
ま
す
。

占
持
ち
ゃ
ん
敬
次
湾
総
て
る
た
め
に
捻

欽
ち
ゃ
ん

ω金
銭
や
乳
の
与
え
方
ゑ
止

し
く
紛
り
築
付
す
る
こ
と
に
あ
ゅ
の
で

す。盆
が
い
の
人
柑
聞
は
削
州
総
憾
品
刊
に
作
ら
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
伏
、
こ
の
乳
限
期

は
大
切
な
時
付
制
制
な
の
で
す
が
初
給
総
務

ん
方
は
一
冊
口
月
mw
子
議
後
派
綴
常
議
ナ

で
知
る
事
ち
ゅ
A

切
だ
と
綴
い
ま
す
。
ど

ん
卒
向
中
点
っ
て
好
く
子
、
夜
反
対
に
や

各
学
校
の
入
学
式

小
曲
。
校
四
月
一
一
一
日

中

増

按

酉

月

六

日

小
学
級
の
入
棋
会
は
特
学
校
芦
溢
方
川
、
融
議
設
た
まb
臼
厳
に
て
そ
の
富

良
日
…
一
平
静
露
一
2
0鼻
音

、

中

学

議

議

長

又

下

さ

い

e

警
官
官
午
前
十
絡
を
行
ゃ
れ

ま
す
。
府
間
に
入
学
議
総
数
は
潟
地
叫
し
て

あ
習
愛
す
が
本
修
附
脱
出
W
F入
場
綴
持
率
唱
弘

山
棋
の
と
お
h

げ
で
ず
。

。小一品ザ品駅

閥
均
笠
手
七
年
凶
月
刊
一
臼
が
ゆ

日
ま
で

期
一
日
神
州
各
学
校
に
裏
付
か
品
紙
叫
り
紫
ず

の
玄
入
学
遠
州
知
復
役
燃
に
機
…
黙
し
ず
し
干

ざ
い
。
激
組
も
れ
の
線
翁
者
ば
当
E
H
各

品
中
授
の
綴
付
m
m
へ
殺
し
山
山
て
下
ざ
い
。

ゆ
4
1

た
統
制
司
、
事
故
等
で
絞
殺
畿
な
い

ジ
フ
テ
リ
ヤ
西
日
壊
の
予
隣
接
穂

ミ
ジ
ブ
テ
H
ァ
、
第
…
一
額
縁
側
刷

品

mg
第
一
殺
を
終
ザ
ブ
刀
耕
多
滋
曜
掘
し
た

務
J
総
綴
…
…
円
十
二
年
一
月
一

g
よ
担

問
門
会
貧
乏
十
日
ま
で
の
傾
注
れ

た
者
で
作
部
診
察
に
ジ
ブ
チ

pア
綴

開
閉
免
震
暴
露
勝
一
.
襲
撃

事
臨
終
っ
た
穏
〉

3
、
世
段
目
附
拍
(
迫
田
出
免
措
む

第
一
織
を
総
口
一
一
方
停
役
綴
滋
レ
押
州

場
1
総
駒
郡
一
宏
一
線
七
空
間
ピ
古

ハ六割出
A

油
開
く
)

。州市一掛明快

刻
銘
プ
ヤ
一
年
間
出
ロ

2
臼
が
ω

開
閉
副
柑
ニ
十
一
一
年
同
凶
悶
え
は
M
訟
で

予
附
附
後
機
鯵
払
慈
品
百
怒
声
一
探
抽
出
活
用
mw
欄畑

拍
仰
に
よ
り
祭
出
現
Y
ブ
チ
ロ
ク
ア
、
部
品
w
v
w
問

日
殴
予
紡
援
緩
役
、
知
納
削
A
W
滋
p
b
N↑や

ま
ず
官
、
議
殺
は
金
償
援
極
圏
ず
る

よ
勺
御
紛
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

T
E
 

幽
酒
"

一
、
警
者

ー
、
ジ
ア
チ
リ
ア
、
及
び
宵
ヨ
殴
第

議

ぬ

欝

凶

悪

勝
利
一
一
子
一
一
一
一
年
一
月
一
一
回
よ
控
初
等

十
二
月
三
十
一
日
設
で
の
際

γぷ
一
れ

た
轡

せ
て
一
行
っ
て
し
ま
タ
ヂ
線
、
向
精
カ
に
よ

っ
て
も
縫
一
概
略
状
線
仰
が
わ
か
ね
♂
ず
ま
ず
。

夜
間
内
部
滋
み
品
抗
議
官
叩
燥
を
緩
う
一
為
、
死

闘
織
的
附
な
し
つ
け
り
為
に
ど
?
炉
事

訓
抑
制
官
な
議
筑
間
畑
出
陣
融
慨
に
緩
務
総
務
代
交

す
。
我
間
関
付
T
Wで
も
C
の
必
勝
に
応
H
U

銭
関
川
本
関
口
問
俊
樹
時
総
綴
蹴
問
隠
と
し
て
、

然
線
総
が
秘
印
刷
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の

で
ζ
A
U
耳
目
氾
相
談
を
簸
孫
綴
斜
緩
わ
さ

る
品
開
お
待
ち
し
て
お
日
中
帆
す
J
1家

臨
璃
謬

雪持薬
互いし
喜い

少
年
の

婆
ど
醜
慨
し
い
ん
行
い
で
す
ね

〈
社
会
務
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補
換
金
で
糞
尿

槽
が
作
れ
る

初
溺
値
叩
悩
噺
郊
の
滋
州
議
問
問
Lmwuv
一つ

-
め
、
阪
制
刊
一
点
十
聞
け
年
皮
謀
議
と
し
て

緩
憾
の
数
回
闘
を
す
る
と
と
と
な
り
後

し
た
の
で
、
設
開
幽
伊
晶
怖
均
出
向
岬
q
h
れ
ぷ
乃
は

混
同
協
に
よ
想
的
中
込
み
下
移
る
よ
っ
総
紛

ら
せ
い
た
し
設
す
。

鮒
船

}
、
設
鐙
品
別
曲
助
金
一
カ
協
同
ど
っ
傘
双

千
円

て
絞
俊
樹
数
約
燃
や
ケ
前

一
、
総
機
織
国
間

〈一
U

主
裏
道
路
門
市
開
問
一
一
掬
以
み

に
百
出
し
た
位
絞
で
綴
時
台
必
悦
制
刺
な
焔

棉
棋
で
あ
り
絞
っ
約
九
お
い
て
滋
当
一
と

議
F
議前

、
潤
緩
袋
号
機
関
・
総
書

時四さ出制尺

齢
棋
討
校
制
閉
山
跡
綴
観
樹
に
お
い
て
て
作
出
品

し
た
も
の
に
よ
曽
殺
す
。

、
刷
出
枠
防
に
於
で
作
成
す
る
の
で

銭
前
民
密
」
審
議
胴
次
斜
線
じ
て
い
た

だ
営
串

4
7
。

、
臨
附
日
時
談
所
所
定
の
開
明
被
ど
額
八

の
王
山
静
健
福
間
交
は
、
糊
泌
・
線
総
笈

=E 二
八
、
山
崎
W
祭
〈
ム
慨
に
つ
い
て

円
一
肌
棋
会
計
)

一
一
丸
、
一
際
僚
入
金
に
つ
い
て

(
田
岡
田
開
鍵
後
用
開
総
務
綴
〉

=
弓
一
様
鐙
入
会
ち
い
℃

市
附
談
議
護
喜

一
一
一
一
、
一
日
時
慾
〈
金
に
つ
い
て

盆鈴照時帯構網
M

一
一
一
一
一
、
専
組
問
係
分
の
激
総
数
淡
め
る
こ

と
に
つ
い
て

ハ
滋
一
聞
か
ら
綴
く
U

お
年
十
三
週
一
平
一
門
誌
畿
で
の
隊
h

内

会
れ
だ
轡
呪
際
年
務
灘
に
百
円
同
額
初

開
醐
暴
努
翁
凸
議
~th
出
の
童

数
絞
っ
た
き

コ
、
婆
諸
口
H

輯桓及
H
V掴
網
儲
即

日
田
一
裏
融
制
下
ざ
い
V

77 




